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平
成
26
年
度
の
交
付
実
績
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。
ま
た
、
こ
の
補
助
金
は
国
の
補
助
も

あ
る
の
か
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
補
助
に
つ
い
て
は
、
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
１
万
２
５
０
０
円
、
上
限
は
４
キ

ロ
ワ
ッ
ト
５
万
円
で
、
補
助
実
績
は
446
件
で

あ
る
。
家
庭
用
燃
料
電
池
の
補
助
は
、
１
件

４
万
円
で
、
補
助
実
績
は
264
件
で
あ
る
。
こ

の
事
業
は
、
国
の
補
助
は
な
く
、
市
の
単
費

で
実
施
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
篠
原
一
代
委

員
（
公
明
党
）
を
選
任
し
、
９
月
14
日
・
15
日
・
16
日
に
関

係
書
類
の
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、
17
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
９
月
28
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
要
旨

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般

委
員

会
計
決
算
特
別

会

平
成
26
年
度
に
、
新
た
に
財
政
調
整

基
金
を
4.8
億
円
、
特
定
目
的
基
金
を

８
億
円
積
み
立
て
、
事
業
債
の
抑
制
額
も
約

９
億
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
消
費
税
増

税
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
の
中
、
こ
の

よ
う
な
財
源
の
一
部
を
福
祉
や
教
育
等
、
身

近
な
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
に
ま
わ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

基
金
や
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
目
的
を
も
っ
て
条
例
で
設
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
積

み
立
て
を
行
い
、
適
切
な
時
期
に
活
用
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
福
祉
や
教
育
、
将
来
へ

の
投
資
な
ど
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

問答

 

暮
ら
し
を
下
支
え
す
る
市
政
運
営
を

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

市
民
向
け
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
等
設
置
事
業
の
補
助
に
つ
い

て
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
補
助
金
額
と

問

答

 

太
陽
光
発
電
設
置
の
補
助
実
績
は

　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
監
査
委

員
か
ら
の
意
見
書
の
中
で
、
経
常
収

支
比
率
が
上
昇
し
、
財
政
の
硬
直
化
傾
向
が

見
ら
れ
る
な
ど
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
市

債
等
の
発
行
額
を
除
く
歳
入
と
、
公
債
費
を

除
い
た
歳
出
の
差
額
で
あ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
常
収
支
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
社
会
保
障
経
費
等

の
伸
び
が
収
支
悪
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
は
、

予
算
編
成
に
お
け
る
見
直
し
目
標
額
の
設
定

や
、
起
債
抑
制
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
本
市
の
現
状
に

問答

 

本
市
財
政
の
現
状
は

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

電
力
販
売
の
自
由
化
が
進
む
中
、
本

市
で
は
平
成
25
年
10
月
か
ら
新
電
力

を
導
入
し
て
い
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
26
年
６
月
の
法
改

正
に
よ
り
、
28
年
か
ら
電
力
の
完
全
自
由
化

が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
新
電
力
は
契
約
電
力
が
50
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
高
圧
施
設
で
あ

る
、
市
役
所
本
館
な
ど
72
施
設
に
導
入
し
て

お
り
、
平
成
26
年
度
で
約
３
千
10
万
円
の
効

果
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
績
と
し
て

経
費
節
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、

幼
稚
園
な
ど
の
比
較
的
小
規
模
な
施
設
に
つ

い
て
も
、
新
電
力
が
対
応
可
能
か
ど
う
か
な

ど
検
討
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

問答

 

新
電
力
導
入
に
よ
る
効
果
は

大
手
企
業
の
撤
退
に
よ
り
、
税
収
が

落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
と
い
う
よ

う
な
声
を
よ
く
聞
く
が
、
企
業
が
撤
退
し
た

場
合
、
税
収
は
翌
年
度
に
一
気
に
減
少
す
る

の
か
。
ま
た
、
市
内
企
業
の
撤
退
を
防
ぐ
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

問

 

企
業
撤
退
に
よ
る
税
収
の
推
移
は

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

編
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

つ
い
て
は
、
平
成
24
、
25
年
度
は
黒
字
で
あ
っ

た
が
、
26
年
度
に
つ
い
て
は
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
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市
議
会

だ
よ
り

の
か
。

経
費
と
来
館
者
に
つ
い
て
は
、
川
端

康
成
文
学
館
は
総
額
約
１
４
９
０
万

円
で
約
９
９
０
０
人
、
文
化
財
資
料
館
は
総

額
約
２
０
５
０
万
円
で
約
１
万
２
７
０
０
人

で
あ
る
。
入
館
料
に
つ
い
て
は
、
両
施
設
と

も
平
成
23
年
４
月
か
ら
無
料
と
し
て
お
り
、

来
館
者
数
は
そ
れ
以
降
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

の
か
。

主
要
企
業
撤
退
に
よ
る
税
収
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
企
業
が
計
画
的
に
生

産
拠
点
の
縮
小
等
を
徐
々
に
行
い
、
最
終
的

に
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
で
、
税
収
も
徐
々
に
縮

小
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
企
業
撤
退
を
防

ぐ
た
め
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
26
年
度
の
間

に
、
延
べ
約
850
社
の
企
業
訪
問
を
行
う
と
と

も
に
、
企
業
立
地
奨
励
金
等
に
よ
り
設
備
投

資
等
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 88,963,230,805 87,801,652,918 1,161,577,887

特
別
会
計

財 産 区 5,422,024,315 92,579,708 5,329,444,607

国 民 健 康 保 険 事 業  28,685,114,484 28,539,238,165 145,876,319

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,305,517,996 3,186,892,690 118,625,306

介 護 保 険 事 業 15,247,485,127 15,105,205,969 142,279,158

公 共 下 水 道 事 業 7,587,117,707 7,586,332,414 785,293

合 計 149,210,490,434 142,311,901,864 6,898,588,570

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,772,843,462 5,253,254,234 519,589,228

[ 平成 26 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成26年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査風景

　平成 26年度一般会計・特別会計決算は、一般会計決算特別委員
会及び各常任委員会で審査後、９月 28日の本会議で認定しました。

答
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
度
の
段
階
で
活
動
い
た
だ
い

て
い
る
部
署
を
全
庁
的
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
位
置
付
け
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。
職
種
も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

全
庁
的
に
所
管
す
る
部
署
を
作
り
、
現
状
の

把
握
と
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。全

庁
的
な
把
握
に
つ
い
て
、
ど
の
部

署
で
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
か
一
定

の
把
握
は
で
き
る
が
、
一
覧
で
き
る
形
の
整

理
は
し
て
い
な
い
。
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
と
し
た
定
義
は
な
い
が
、
雇
用
労

働
関
係
等
で
は
な
く
、
市
民
協
働
の
一
つ
の

形
と
考
え
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
全

庁
的
に
現
状
を
把
握
し
整
理
す
る
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
た
め
、
所
管
す
る
課
も
含
め
検

問答

 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
把
握
を

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
先
行

し
、
平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

に
お
い
て
、
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
就
労
支

援
事
業
を
民
間
企
業
へ
委
託
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
を
利
用
し
た
人
数
及
び
利
用
し
た

結
果
、
就
労
ま
で
に
至
っ
た
人
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
。就

労
支
援
事
業
の
利
用
者
は
246
人

で
、
そ
の
63.4
％
の
156
人
が
就
労
さ
れ

た
。
ま
た
、
就
労
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
26
人

が
生
活
保
護
か
ら
自
立
さ
れ
た
。
そ
の
効
果

額
と
し
て
は
約
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問答

 

生
活
保
護
受
給
者
の
就
労
実
績
は

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
明
彦

川
端
康
成
文
学
館
と
文
化
財
資
料
館

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
決
算
に
お

け
る
経
費
と
来
館
者
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

ま
た
、
入
館
料
に
つ
い
て
は
、
両
施
設
と
も

市
内
外
を
問
わ
ず
無
料
と
な
っ
て
い
る
。
以

前
は
市
外
料
金
を
設
定
し
て
い
た
が
、
無
料

と
な
っ
て
か
ら
の
効
果
等
は
検
証
し
て
い
る

問

答
 

入
館
料
無
料
化
後
の
効
果
は

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
幾
子

討
し
て
い
き
た
い
。

川端康成文学館 （上中条二丁目）


